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広報しまだ 創刊 200 号
市の花・木・鳥が決定
いきいきクラブ
まちの話だい：成人式／智
満寺鬼払いなど
しまだ情報：市営住宅入居
者募集／年度末の窓口業
務／市有地売却など
東海道 金谷宿大学
しまだ楽習センター
図書館だより
友好のかけはし
スクすく子育て
スポーツ INFO
くらしのシグナル
文化課通信
けんこうナビ（3 月）
便利帳／彩りもう一品
掲示板
市政羅針盤／みんなのひ
ろば／ソラマメ
しまだ人：増田忠雄さん

　「静
じ ょ う こ じ

居寺」で
の文化 財防火
訓練。消防団と
消防隊は、日々
炎を迎え撃つ
勇気を 奮い立
たせています。

市の花・木・鳥
が決定しました

　島田市の花・木・鳥は、平成 17 年の合併以降は制定さ
れておらず、新市誕生 10 周年を迎えるにあたり、制定する
方針となっていました。各種団体の代表および公募で選
ばれた制定委員を中心に検討を重ねた結果、この度、島
田市の花・木・鳥が決定しましたのでお知らせします。
　今後は、多くの人に愛され親しまれる島田市の象徴とし
て、まちづくりに役立てていきます。問秘書課 ☎ 36-7117
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鳥　
オオルリ

花
バラ

木
茶

市の文化施設「プラザおおる
り」の名称に使用されるなど、
以前から市民に親しまれてい
る。鳴き声もきれいなオオ
ルリへの愛着を持つと共に、
野鳥が生息する自然環境を
大切にする願いを込める。

市内外から多くの人が訪れる
「ばらの丘公園」は、市のシ
ンボル的な存在。5 月には、
全国ばら制定都市会議の当
市開催が決定しており、バラ
産地として島田市の PR に寄
与することが期待できる。

市の特産品で、地場産業の
代名詞。市内には「お茶の
郷博物館」も立地している。

「茶のまち」としてのブランド
化を推進し、地域が一体と
なり茶業振興を図ることで、
元気なまちづくりを目指す。

Blue-and-white flycatcherTea plantRose
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新
島
田
市
の
花
・
木
・
鳥
は
、
平
成
17

年
の
旧
島
田
市
と
旧
金
谷
町
の
合
併

以
降
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
新
市
誕
生

10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
制
定
す
る
」
と

い
う
方
針
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
の
花
・
木
・
鳥
は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
郷
土

愛
の
高
揚
と
市
全
体
の
一
体
感
の
醸
成
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
決
定
に
際
し

て
は
市
民
の
参
画
を
得
て
「
島
田
市
の
花
・

木
・
鳥
制
定
委
員
会
」
を
設
置
し
て
協
議

を
進
め
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
各
種
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ

た
代
表
お
よ
び
公
募
で
選
ば
れ
た
10
人
を

委
員
と
し
て
選
任
。
５
回
の
会
議
の
結
果
、

市
の
花
・
木
・
鳥
の
候
補
の
取
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
れ
を
受
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
反
対
意
見
な

ど
が
無
か
っ
た
た
め
、「
バ
ラ
・
茶
・
オ
オ

ル
リ
」
は
適
切
な
候
補
で
あ
る
と
判
断
し
、

そ
れ
ら
を
島
田
市
の
花
・
木
・
鳥
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

■
候
補
選
定
の
基
本
方
針
■

◉
合
併
前
の
地
区
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
島
田
を
一
つ
に
す
る
市
の
シ
ン
ボ

ル
（
象
徴
）
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

◉
島
田
市
民
の
多
く
が
興
味
を
持
ち
、
市
民

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
も
の
で
、
島

田
市
へ
の
愛
着
と
誇
り
に
つ
な
が
る
よ

う
な
も
の
。

◉
島
田
市
の
花
・
木
・
鳥
の
分
布
や
歴
史
、

文
化
、
産
業
な
ど
と
の
関
わ
り
が
深
く
、

地
域
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
。

◉
こ
れ
か
ら
の
島
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
で
き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

も
愛
さ
れ
る
も
の
。

■
制
定
ま
で
の
経
過
（
概
要
）
■

◉
平
成
26
年
１
月
16
日
〜
８
月
29
日

　

島
田
市
の
花
・
木
・
鳥
制
定
委
員
会
開

催
（
第
１
〜
５
回
）　

◉
９
月
４
日

　

島
田
市
の
花
・
木
・
鳥
制
定
委
員
会
委

員
に
よ
る
市
長
へ
の
報
告

◉
10
月
20
日
〜
11
月
21
日

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施

◉
12
月
26
日

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果

を
公
表

◉
平
成
27
年
１
月
15
日

　

庁
内
会
議
に
て
最
終
決
定

◉
１
月
21
日

　

市
議
会
へ
報
告

◉
１
月
28
日

　

記
者
発
表

◉
２
月
１
日

　

市
の
花
・
木
・
鳥
を
制
定

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
意
見（
抜
粋
）■

【
バ
ラ
】

　

市
の
花
と
す
る
か
ら
に
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
多
く
の
市
民
が
自
発
的
に
バ
ラ

の
花
を
育
て
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
望
む
。

【
茶
】

　

Ｓ
Ｌ
か
ら
見
え
る
茶
畑
の
景
色
や
、
茶

畑
が
一
面
に
広
が
る
牧
之
原
台
地
の
素

晴
ら
し
さ
な
ど
、
観
光
を
利
用
し
て
広

め
て
い
く
と
良
い
と
思
う
。

【
オ
オ
ル
リ
】

　

オ
オ
ル
リ
は
、
雄
雌
で
見
た
目
が
違
う

の
で
、
雄
の
瑠
璃
色
を
Ｐ
Ｒ
し
た
方
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
制
定
後
の
周
知
方
法
（
一
例
）
■

◉
市
勢
要
覧
・
広
報
し
ま
だ
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
掲
載

◉
市
役
所
・
各
支
所
お
よ
び
公
共
施
設
な

ど
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

◉
市
が
使
用
す
る
封
筒
や
啓
発
グ
ッ
ズ
、
名

刺
の
台
紙
な
ど
へ
の
印
刷

◉
５
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
ば
ら
制
定

都
市
会
議
」（
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
）
や
記
念

事
業
な
ど
に
お
い
て
紹
介―

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
内
容
は
、
市

役
所
お
よ
び
各
支
所
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
制
定
委
員
会

会
議
録
と
併
せ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

:http://w
w

w
.city.shim

ada.shizuoka.
jp/hisho/hanakitoriseitei.htm

l

制定委員の委嘱（第 1 回委員会）
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バ
ラ
（
薔
薇
）

バ
ラ
科
バ
ラ
属
の
低
木
の
総
称
。
特
に
、

観
賞
用
に
改
良
さ
れ
た
園
芸
品
種
。
枝

に
ト
ゲ
が
あ
り
、
蔓つ
る

状
と
な
る
も
の
も

あ
る
。
萼が
く
・
花
び
ら
と
も
５
枚
が
基
本
で
、

花
は
香
り
が
強
い
。
主
に
北
半
球
の
温

帯•
亜
寒
帯
に
分
布
す
る
。

　
　
　

茶
（
ち
ゃ
）

ツ
バ
キ
科
の
常
緑
低
木
。
暖
地
に
自
生

し
、
葉
は
長
楕
円
形
で
厚
く
つ
や
が
あ

る
。
秋
に
白
い
５
弁
花
を
開
く
。
原
産

地
は
中
国
の
霧
の
多
い
山
岳
地
方
。
若

葉
を
緑
茶
な
ど
と
す
る
た
め
、
世
界
で

広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

オ
オ
ル
リ
（
大
瑠
璃
）

ヒ
タ
キ
科
ヒ
タ
キ
亜
科
の
鳥
。
全
長
は

17
㎝
く
ら
い
。
雄
は
背
面
が
瑠
璃
色
で
、

の
ど
か
ら
胸
が
黒
色
。
雌
は
全
体
に
褐

色
。
日
本
へ
は
夏
鳥
と
し
て
渡
来
し
、

渓
流
近
く
で
繁
殖
す
る
。
高
い
木
の
上

で
朗
ら
か
に
さ
え
ず
る
。

市の花・木・鳥が決定しました

　
島
田
市
の
花
・
木
・
鳥
の
候
補
を
、
各
委

員
の
賛
同
を
得
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
の
郷
土
へ
の
熱
い
気
持

ち
と
経
験
や
知
識
の
豊
富
さ
か
ら
、
お
互

い
に
毎
回
が
発
見
の
連
続
と
な
る
、
楽
し

く
充
実
し
た
会
議
で
し
た
。
改
め
て
、
こ

の
地
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
や
産
業
の
豊

か
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
「
バ
ラ
・
茶
・
オ
オ
ル
リ
」
の
制
定
は
、

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
に
愛
し

て
い
た
だ
く
定
着
こ
そ
が
、
次
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
島
田
市
に
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
気

付
く
こ
と
に
こ
そ
、
意
義
が
あ
る
の
で
す
。

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
は
、
ま
ち
の
発
展

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
市
の
花
・
木
・
鳥
が
決
定
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
の
大
好
き
な
「
バ
ラ
」
は
、
四
季
を
通

じ
て
咲
き
続
け
、
そ
の
清
ら
か
に
凛り
ん

と
し

た
姿
は
、
見
る
人
の
心
を
和
や
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
「
茶
」
は
、
昔
か
ら
薬

用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
健
康
の
源
と
し
て
愛
飲
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
茶
畑
が
広
が
る
緑
の
風
景
は
、
見
る

者
に
寛
大
な
心
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
美
し
き
「
オ
オ
ル
リ
」
は
、
は
る

ば
る
南
の
国
か
ら
飛
ん
で
来
る
渡
り
鳥
で
、

美
し
い
清
流
と
自
然
の
中
に
生
息
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
オ
オ
ル
リ
を
見
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
自
然
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
、

私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

バ
ラ
・
茶
・
オ
オ
ル
リ
が
、
市
の
象
徴

と
な
り
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
島
田
市
の
鳥
の
制
定
に
あ
た
り
、
１
０
０

種
類
以
上
の
鳥
の
中
か
ら
オ
オ
ル
リ
を
選

定
す
る
作
業
は
、
野
鳥
を
観
察
し
て
い
る

私
に
と
っ
て
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
オ
オ
ル
リ
は
、
４
月
下
旬
に
南
か
ら
渡
来

す
る
夏
鳥
で
、
渓
流
沿
い
の
林
の
梢こ
ず
えな

ど
で

「
ピ
ー
ピ
ロ
リ
ー
リ
ー
…
」
と
美
し
く
さ
え

ず
り
ま
す
。
そ
の
声
は
、
コ
マ
ド
リ
・
ウ

グ
イ
ス
と
並
び「
日
本
の
三
鳴
鳥
」と
し
て
、

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
、
自
分
の
目
と
耳
を
研
ぎ
澄

ま
し
、
鳥
の
姿
を
確
認
で
き
た
時
の
嬉
し
さ

は
、
実
に
大
き
い
も
の
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
人
が
オ
オ
ル
リ
の
姿
や
鳴
き
声
を
探

し
、
感
動
を
味
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
こ
の
上
な
い
生
涯
学
習
の
場
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
す ず き

木善
よしひこ

彦 委員長

（静岡文化芸術大顧問）

鈴
す ず き

木りゑ 委員

（島田市花の会会長）

薮
やぶざき

嵜公
さ と し

士 委員

（県野鳥保護会理事）

バ
ラ
・
茶
・
オ
オ
ル
リ
の
制
定
に
寄
せ
て
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